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国
語
学
国
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
二
十
二
年
度
第
一
学
期

文
学
部

国
語
学
講
義
Ⅰ

字
余
り
と
韻
律
論

―
万
葉
歌
か
ら
近
代
短
歌
ま
で
―

高

山

倫

明

国
語
学
演
習
Ⅰ

古
代
語
研
究

―
元
暦
校
本
万
葉
集
の
探
究

(

１)

高

山

倫

明

国
語
学
講
義
Ⅲ

語
彙
史
研
究

(

１)

青

木

博

史

国
語
学
演
習
Ⅲ

中
世
語
研
究

(

１)

青

木

博

史

国
文
学
講
義
Ⅰ

物
語
文
学
史
概
論

(

１)

辛

島

正

雄

国
文
学
演
習
Ⅰ

『

栄
花
物
語』

注
釈

(

１)

辛

島

正

雄

国
文
学
講
義
Ⅲ

徒
然
草
注
釈
史
の
諸
問
題

(

Ⅰ)

川

平

敏

文

国
文
学
演
習
Ⅲ

山
岡
元
隣

『

宝
蔵』

訳
注

川

平

敏

文

国
文
学
演
習
Ⅴ

日
本
近
代
文
学
研
究

比
較
社
会
文
化
研
究
院

松

本

常

彦

国
文
学
講
義
Ⅴ

和
歌
詠
作
意
識
史
の
研
究福

岡
大
学

山

田

洋

嗣

人
文
科
学
府

日
本
語
史
特
論
Ⅰ

日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
研
究
の
方
法高

山

倫

明

日
本
古
代
語
史
研
究
Ⅰ

古
辞
書
・
音
義
の
研
究

(

１)

高

山

倫

明

日
本
語
学
方
法
論
特
論
Ⅰ

語
彙
史
研
究

(

１)

青

木

博

史

日
本
近
代
語
史
研
究
Ⅰ

日
葡
辞
書
研
究

(

１)

青

木

博

史

古
代
散
文
論
特
論
Ⅰ

物
語
文
学
史
研
究

(

１)

辛

島

正

雄

日
本
古
代
文
学
作
品
研
究
Ⅰ

日
本
中
古
・
中
世
文
学
研
究
の
方
法

(

１)

辛

島

正

雄

近
世
文
芸
史
論
特
論
Ⅰ

江
戸
学
芸
史
の
研
究

(

Ⅰ)

川

平

敏

文

日
本
近
世
文
学
作
品
研
究
Ⅰ

室
鳩
巣

『

駿
台
雑
話』

訳
注

川

平

敏

文

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究
Ⅰ

日
本
近
代
文
学
研
究

比
較
社
会
文
化
研
究
院

松

本

常

彦

日
本
文
学
特
論
Ⅰ

和
歌
詠
作
意
識
史
の
研
究

福
岡
大
学

山

田

洋

嗣

論
文
指
導

各
教
員

平
成
二
十
二
年
度
第
二
学
期

文
学
部

国
語
学
講
義
Ⅱ

日
本
漢
字
音
の
歴
史

高

山

倫

明

彙

報
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国
語
学
演
習
Ⅱ

古
代
語
研
究

―
元
暦
校
本
万
葉
集
の
探
究

(

２)

高

山

倫

明

国
語
学
講
義
Ⅳ

語
彙
史
研
究

(

２)

青

木

博

史

国
語
学
演
習
Ⅳ

中
世
語
研
究

(

２)

青

木

博

史

国
語
学
講
義
Ⅴ

漢
文
訓
読
史
の
国
語
学
的
研
究

東
京
大
学

月

本

雅

幸

国
文
学
講
義
Ⅱ

物
語
文
学
史
概
論

(

２)

辛

島

正

雄

国
文
学
演
習
Ⅱ

『

栄
花
物
語』

注
釈

(

２)

辛

島

正

雄

国
文
学
講
義
Ⅳ

徒
然
草
注
釈
史
の
諸
問
題

(

Ⅱ)

川

平

敏

文

国
文
学
演
習
Ⅳ

山
岡
元
隣

『

宝
蔵』
訳
注

川

平

敏

文

国
文
学
演
習
Ⅵ

日
本
近
代
文
学
研
究

比
較
社
会
文
化
研
究
院

松

本

常

彦

人
文
科
学
府

日
本
語
史
特
論
Ⅱ

日
本
語
音
韻
史
研
究
の
方
法

高

山

倫

明

日
本
古
代
語
史
研
究
Ⅱ

古
辞
書
・
音
義
の
研
究

(

２)

高

山

倫

明

日
本
語
学
方
法
論
特
論
Ⅱ

語
彙
史
研
究

(

２)

青

木

博

史

日
本
近
代
語
史
研
究
Ⅱ

日
葡
辞
書
研
究

(

２)

青

木

博

史

日
本
語
学
特
論
Ⅰ

漢
文
訓
読
史
の
国
語
学
的
研
究

東
京
大
学

月

本

雅

幸

古
代
散
文
論
特
論
Ⅱ

物
語
文
学
史
研
究

(

２)

辛

島

正

雄

日
本
古
代
文
学
作
品
研
究
Ⅱ

日
本
中
古
・
中
世
文
学
研
究
の
方
法

(

２)

辛

島

正

雄

近
世
文
芸
史
論
特
論
Ⅱ

江
戸
学
芸
史
の
研
究

(

Ⅱ)

川

平

敏

文

日
本
近
世
文
学
作
品
研
究
Ⅱ

室
鳩
巣

『

駿
台
雑
話』

訳
注

川

平

敏

文

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究
Ⅱ

日
本
近
代
文
学
研
究

比
較
社
会
文
化
研
究
院

松

本

常

彦

論
文
指
導

各
教
員

学
会
・
研
究
室
行
事

○
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

(

二
〇
一
〇
年
六
月
六
日

(

日)

於
九
州
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
国
際
ホ
ー
ル)

ハ
シ
型
形
容
詞
の
変
遷

九
州
大
学
大
学
院
生

村

山

実
和
子

『

今
昔
物
語
抄』

採
録
説
話
の
特
色

九
州
大
学
大
学
院
生

徳

竹

彩

｢

た
ま
は
る｣

に
関
す
る
考
察

大
分
大
学

荻

野

千
砂
子

比
況
表
現
の
一
形
式

別
府
大
学

森

脇

茂

秀

近
世
後
期

『

枕
草
子』

研
究
一
斑

明
星
大
学

亀

井

森

｢

つ
れ
づ
れ｣

考

―
近
世
前
期
文
芸
思
潮
論
―

九
州
大
学

川

平

敏

文

元
禄
の
文
人
達
と
陳
摶
仙
人

佐
賀
大
学
名
誉
教
授

井

上

敏

幸

彙

報
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○
平
成
二
十
二
年
度
西
日
本
国
語
国
文
学
会

(
二
〇
一
〇
年
九
月
一
一
日

(

土)

・
一
二
日

(

日)

於
佐
賀
大
学)

｢

迷
惑｣
の
語
史
に
つ
い
て

九
州
大
学
大
学
院
生

張

愚

二
世
源
氏
夕
霧
の
再
検
討

―｢

四
位
に
な
し
て
ん｣

の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
―

九
州
大
学
大
学
院
生

佐

藤

瞳

『

古
今
栄
雅
抄』

再
考

―
一
条
兼
良
注
の
摂
取
に
つ
い
て
―

九
州
大
学
大
学
院
生

日

高

愛

子

上
方
に
お
け
る����
と����
の
変
遷
に
つ
い
て

九
州
大
学
大
学
院
生

蛭

沼

芽

衣

『

青
柳
種
信
宛
書
翰
集』

を
紹
介
し
て
近
世
万
葉
学
の
一
斑
に
及
ぶ

佐
賀
大
学

白

石

良

夫

(
関
係
者
の
み)

研
究
室
刊
行
物

○
語
文
研
究

第
一
〇
八
・
一
〇
九
号

(

二
〇
一
〇
年
六
月
発
行)

職
只
太
子
賓
客

―
唐
名
と
白
楽
天
―

木

戸

裕

子

｢

紅
梅
の
御
方｣

論

―『

源
氏
物
語』

に
お
け
る
紫
の
上
の
遺
志
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て
―

宮�
裕

子

短
編
物
語
の
発
掘

―『

風
葉
和
歌
集』

二
首
入
集
散
逸
物
語
の
再
検
討

(

一)

―

辛

島

正

雄

『

徒
然
草』

第
百
五
段
考

―
典
拠
と
虚
構
性
に
つ
い
て
―

藤

崎

祐

二

最
澄
の
宇
佐
神
宮
参
詣
説
話
に
つ
い
て

―『

直
談
因
縁
集』

四－

三
〇
話
を
中
心
に
―

森

誠

子

飛
鳥
井
流
切
紙
口
伝
の
構
成
を
め
ぐ
っ
て

日

高

愛

子

江
戸
小
咄
と
中
国
艶
笑
譚

―
朝
鮮
漢
文
笑
話
集『

禦
眠
楯』

に
見
え
る
類
話
と
の
比
較
を
通
し
て
―

琴

榮

辰

田
中
大
秀
著

『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

に
つ
い
て

金

英

燦

風
流
の
松
ば
や
し

―
博
多
ど
ん
た
く
港
ま
つ
り
の
本
質
―

大

木

桃

子

泉
鏡
花

｢

外
科
室｣

の
一
面

―
医
学
教
室
と
し
て
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
―河

内

重

雄

豊
子�
訳

『

竹
取
物
語』

に
つ
い
て

―
豊
子�
記
念
館
の
訳
稿
と
比
較
し
て
―

徐

迎

春

レ
ザ
ノ
フ
資
料
の
日
本
語

江

口

泰

生

近
代
語
に
お
け
る

｢

断
り｣

表
現

―
対
人
配
慮
の
観
点
か
ら
―

青

木

博

史

彙

報

99



○
文
献
探
究

第
四
十
八
号

(

二
〇
一
〇
年
三
月
発
行)

《
口
絵
・
解
説
》
弘
法
大
師
御
遺
告

蛭

沼

芽

衣

小
津
久
足

｢

神
風
の
御
恵｣

に
つ
い
て
・
付
翻
刻

菱

岡

憲

司

『

東
国
滑
稽
伝』

に
見
え
る

『

囃
物
語』

の
妬
婦
譚

琴

榮

辰

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵

大
隈
言
道

『

続
草
径
集』

翻
刻
と
解
題

(

三)

進

藤

康

子

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵

中
島
広
足
刊
行
書
目
録吉

良

史

明

豊
子�
訳

『

伊
勢
物
語』

に
つ
い
て

徐

迎

春

散
逸
物
語

『

相
住
み
苦
し
き』

復
原
考

宮

崎

裕

子

徳
島
県
立
図
書
館
蔵

『

古
今
和
歌
集
伝
授』
解
題
と
翻
刻

日

高

愛

子

『

弘
法
大
師
御
遺
告』

翻
刻

蛭

沼

芽

衣

古
事
記
の

｢

於｣

に
つ
い
て

金

正

煥

キ
ャ
ラ
語
尾

｢

で
す｣

の
特
徴
と
位
置
付
け

川

瀬

卓

人
事
異
動

四
月
一
日

川
平
敏
文

准
教
授
に
着
任

中
国
文
学
研
究
室

講
義
題
目

＊
印
は
他
講
座
教
員
と
の
共
同
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業

平
成
二
十
二
年
度
前
学
期

全
学
教
育
科
目
・
文
学
部
共
通
科
目

人
文
学
入
門

｢

四
大
小
説
と
四
大
美
人｣

竹＊

村

教

授

古
典
の
世
界

｢

東
洋
の
こ
こ
ろ：

唐
詩
講
読｣

静

永

准
教
授

中
国
語

(

中
級)

・
中
国
語
初
歩

岡

村

講

師

中
国
語
会
話
・
中
国
語
作
文

戚

教

師

文
学
部

講
義

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究

竹

村

教

授

講
義

唐
詩
講
読
Ⅰ

静

永

准
教
授

演
習

『

東
周
列
国
志』

演
習

竹

村

教

授

演
習

千
載
佳
句
所
収
唐
詩
訳
注

(

15)

静

永

准
教
授

演
習

『

聊
斎
志
異』

選
読

戚

教

師

演
習

中
国
文
学
研
究
法

戚
教
師
・
静
永
准
教
授

講
義

中
国
漢
字
音
史

(

北
九
州
市
立
大
学)

佐
藤

昭

教

授

中
国
語
科
指
導
法
Ⅱ

(

九
州
共
立
大
学)

黄

冬
柏

准
教
授

人
文
科
学
府

講
義

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究

竹

村

教

授

講
義

六
朝
辞
賦
文
学
研
究

(

11)

静

永

准
教
授
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演
習

王
昭
君
文
学
史
研
究

竹

村

教

授

演
習

文
選
集
注

(

13)

静

永

准
教
授

演
習

中
国
文
学
研
究
法

戚
教
師
・
静
永
准
教
授

論
文
指
導

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題

竹

村

教

授

論
文
指
導

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題

静

永

准
教
授

平
成
二
十
二
年
度
後
学
期

全
学
教
育
科
目
・
文
学
部
共
通
科
目

文
学
基
礎

竹＊

村
教
授
・
静
永
准
教
授

人
文
学
Ⅲ

｢

東
ア
ジ
ア
の
交
流
史｣

静＊

永

准
教
授

中
国
語

(

中
級)

・
中
国
語
初
歩

岡

村

講

師

中
国
語
会
話
・
中
国
語
作
文

戚

教

師

文
学
部

講
義

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究

竹

村

教

授

講
義

唐
詩
講
読
Ⅱ

静

永

准
教
授

演
習

『

東
周
列
国
志』

演
習

竹

村

教

授

演
習

千
載
佳
句
所
収
唐
詩
訳
注

(

16)

静

永

准
教
授

演
習

『

永
楽
大
典』

所
収
戯
文
訳
注
選
読

戚

教

師

演
習

中
国
文
学
研
究
法

戚
教
師
・
静
永
准
教
授

講
義

中
国
漢
字
音
史

(

北
九
州
市
立
大
学)

佐
藤

昭

教

授

人
文
科
学
府

講
義

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究

竹

村

教

授

講
義

六
朝
辞
賦
文
学
研
究

(

12)

静

永

准
教
授

演
習

王
昭
君
文
学
史
研
究

竹

村

教

授

演
習

文
選
集
注

(

14)

静

永

准
教
授

演
習

中
国
文
学
研
究
法

戚
教
師
・
静
永
准
教
授

論
文
指
導

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題

竹

村

教

授

論
文
指
導

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題

静

永

准
教
授

学
会
・
研
究
室
行
事

○
中
国
文
藝
座
談
会

第
二
四
五
回

(

二
〇
一
〇
年
一
月
三
〇
日)

於
四
階
会
議
室

李
白
詩
に
お
け
る
笛

矢

原

千

裕

お
茶
と
白
居
易

野

田

実

里

北
方
謙
三
と

『

水
滸
伝』

―
豹
子
頭
林
冲
を
中
心
に
―日

高

舞

佳

｢

ら
く
だ｣

考

―
近
世
日
本
の
庶
民
文
化
と
中
国
―石

橋

舞

衣

尊
円
法
親
王
筆

｢

長
恨
歌｣

の
本
文
に
つ
い
て

静

永

健

第
二
四
六
回

(

二
〇
一
〇
年
二
月
二
〇
日)

於
四
階
会
議
室

太
公
望
像
の
変
遷

野

口

咲

菜

幽
婚
小
説
に
お
け
る
恋
愛

―『

捜
神
記』

談
生
を
中
心
に
―

岩

本

尚

佳

梁
祝
故
事
と
蝶

中

馬

早

菜

五
山
詩
学
主
題
芻
議

―
以
宋
学
的
影
響
為
視
点
―

羊

列

栄

彙

報

101



劉
大
傑
文
学
史
思
想
的
形
成
与
日
本

陳

廣

宏

第
二
四
七
回

(

二
〇
一
〇
年
四
月
二
十
四
日)

於
四
階
会
議
室

干
宝

『

捜
神
記』

と
六
朝
の
史
書

雁

木

誠

駱
賓
王

｢
帝
京
篇｣

の
創
作
態
度
に
つ
い
て

種

村

由
季
子

宋
代
文
人
に
お
け
る
文
集
の
自
撰
と
刊
刻

―
陸
游

『
剣
南
詩
稿』

を
例
と
し
て
―

甲

斐

雄

一

『

郭
沫
若
全
集』
未
収
録
の
旧
詩
作
品
に
つ
い
て

岸

田

憲

也

第
二
四
八
回

(

二
〇
一
〇
年
七
月
三
十
一
日)

於
四
階
会
議
室

挙
子
業
と
詩

―
元
初
の
科
挙
停
止
に
着
目
し
て
―

奥

野

新
太
郎

熊
龍
峯
刊
行
の
小
説
と
戯
曲
に
つ
い
て

黄

冬

柏

清
・
顧�
の

『

聖
蹟
図』

に
つ
い
て

竹

村

則

行

第
二
四
九
回

(

二
〇
一
〇
年
九
月
十
八
日)
於
四
階
会
議
室

晋
代
の
辞
賦
注
釈
史
に
お
け
る

｢

三
都
賦｣
劉
逵
注

栗

山

雅

央

元�
の
楽
府
作
品
に
お
け
る

｢

古｣

と

｢

新｣

長
谷
川

真

史

蘇
門
に
お
け
る
和
陶
詩
の
継
承
に
つ
い
て

原

田

愛

陳
鴻

｢

長
恨
歌
伝｣

と
白
居
易

陳�
第
二
五
〇
回

(

二
〇
一
〇
年
十
一
月
十
三
日)

於
教
育
学
部
一
階
会
議
室

清
代
小
説
ヒ
ロ
イ
ン
の
妹
像

―『

隋
唐
演
義』

『

双
鳳
奇
縁』

を
中
心
に
―

旦

部

啓

子

杜
甫
乱
後
初
遇
鄭
虔
心
理
擬
構

査

屏

球

【
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
】

中
国
文
学
研
究
室
半
世
紀
の
あ
ゆ
み

九
大
中
文
文
書
室

草
創
期
の
頃
の
中
国
文
藝
座
談
会
、『

中
国
文
学
論
集』岡

村

繁

○
第
五
十
八
回
九
州
中
国
学
会
大
会
発
表

(

二
〇
一
〇
年
五
月
十
五
日
―
十
六
日
、
於
熊
本
学
園
大
学)

駱
賓
王

｢

帝
京
篇｣

と
初
唐
文
学
に
お
け
る

｢

華｣

・｢

実｣

論

種

村

由
季
子

史
書
と
し
て
見
た
干
宝

『

捜
神
記』

雁

木

誠

○
第
十
四
回
宋
代
文
学
研
究
談
話
会
発
表

(

二
〇
一
〇
年
五
月
二
十
二
日
、
於
大
阪
大
学)

厳
州
に
お
け
る
陸
游

『

剣
南
詩
稿』

の
刊
刻
に
つ
い
て甲

斐

雄

一

劉
辰
翁

｢

廃
科
挙
十
二
年
矣
、
而
詩
愈
昌｣

発
言
を
め
ぐ
っ
て

―
科
挙
の
停
止
と
元
初
の
詩
文
―

奥

野

新
太
郎

○
中
国
古
典
小
説
研
究
会
二
〇
一
〇
年
度
大
会
発
表

(

二
〇
一
〇
年
九
月
一
日
、
於
埼
玉
・
国
立
女
性
教
育
会
館)

干
宝

『

捜
神
記』

中
の
歴
史
記
事
に
つ
い
て

雁

木

誠

○
第
二
十
一
回
中
唐
文
学
会
大
会
発
表

(

二
〇
一
〇
年
十
月
八
日
、
於
広
島
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ)

駱
賓
王
に
お
け
る
交
遊
の
地
縁
性

種

村

由
季
子

○
第
六
十
二
回
日
本
中
国
学
会
大
会
発
表

(

二
〇
一
〇
年
十
月
九
日
―
十
日
、
於
広
島
大
学)

元�｢
楽
府
古
題
序｣

の
矛
盾

―
元�
の
文
学
観
に
お
け
る

｢

古｣

と

｢

新｣

―

長
谷
川

真

史
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��

蘇
軾

｢

和
陶
詩｣

の
継
承
と
蘇
轍

原

田

愛

郭
沫
若
の
詩
題
に
用
い
ら
れ
た｢

日
本
人
民｣

｢

日
本
友
人｣

語
の
考
察

―
一
九
六
〇
年
代
前
半
の
旧
詩
を
中
心
に
―

岸

田

憲

也

｢

三
都
賦｣
劉
逵
注
の
特
質

―
晋
代
の
辞
賦
注
釈
と
紙
―

栗

山

雅

央

明
清
文
学
史
か
ら
見
た
清
・
顧�
の

『

聖
蹟
図』

竹

村

則

行

○
紀
念
陸
游
誕
辰
八
八
五
周
年
曁
陸
游
与
鑑
湖
国
際
研
討
会
発
表

(

二
〇
一
〇
年
十
一
月
十
三
日
、
於
中
国
・
紹
興
文
理
学
院)

陸
游
与
四
川
文
人
交
遊
及
対
其
文
学
思
想
之
影
響
考

甲

斐

雄

一

○
平
成
二
十
二
年
度
九
州
史
学
会
大
会
発
表

(

二
〇
一
〇
年
十
二
月
十
一
日
、
於
九
州
大
学)

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〈
蔵
書
目
録：

知
の
表
象
の
世
界
〉

目
録
を
読
む
難
し
さ

―
唐
初
の
類
書
観
を
中
心
と
し
て
―

大

渕

貴

之

○
公
開
講
座
等
出
講

＊
附
属
図
書
館
貴
重
文
物
講
習
会

(

第
二
十
八
回
、
二
〇
一
〇
年
一
月
二
十
九
日)

九
大
所
蔵
漢
籍
の
特
徴
と
保
存
・
整
理
の
問
題

竹

村

則

行

(

第
三
十
五
回
、
二
〇
一
〇
年
八
月
二
十
七
日)

九
州
大
学
所
蔵
の
漢
籍
に
つ
い
て：

叢
書
・
類
書
を
中
心
に

大

渕

貴

之

＊
九
大
言
語
運
用
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
社
会
連
携
特
別
セ
ミ
ナ
ー

｢

文
法
っ
て
お
も
し
ろ
い
！

〜
漢
文
篇
・
古
文
篇｣

(

二
〇
一
〇
年
二
月
十
九
日
、
於
西
鉄
イ
ン
福
岡)

耳
の
イ
タ
イ
話

〜『

史
記』

の
魅
力
、
漢
文
文
法
の
魅
力
〜

静

永

健

＊
日
本
学
術
振
興
会

｢

ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス

〜
よ
う
こ
そ
大
学
の
研
究
室
へ
〜�������｣(

二
〇
一
〇
年
七
月
二
十
一
日
、
於
三
畏
閣)

親
子
で
た
の
し
く

｢

に
ん
ぷ
ろ
・
か
る
た｣

〜
九
大
で
学
ぼ
う
！

日
本
の
歴
史
☆
ア
ジ
ア
の
歴
史
〜

静

永

健

＊
九
大
文
学
部
・
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
提
携
講
座

｢《

愛》

に
つ
い
て
の
６
章｣

(

二
〇
一
〇
年
八
月
二
十
一
日)

東
洋
の
愛

―
孔
子
は
愛
を
語
っ
た
か

静

永

健

研
究
室
刊
行
物

○『

中
国
文
学
論
集』

第
三
十
九
号

(

二
〇
一
〇
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行)

《
公
莫
舞
》
性
質
的
再
認
識

戚

世

雋

『
捜
神
記』

の
編
纂
過
程
に
つ
い
て

―
淳
于
智
故
事
を
例
と
し
て
―

雁

木

誠

『

藝
文
類
聚』

本
文
批
判
の
一
指
標

―
一
詩
文
一
部
立
て
の
原
則
に
つ
い
て

大

渕

貴

之
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二
つ
の

｢

帝
京
篇｣

―
唐
太
宗
と
駱
賓
王
―

種

村

由
季
子

挙
子
業
に
お
け
る
詩

―
元
初
の
科
挙
停
止
と
江
南
に
お
け
る

作
詩
熱
の
勃
興
―

奥

野

新
太
郎

『

隋
唐
演
義』

の
烈
婦
朱
貴
児
考

旦

部

啓

子

日
本
・
尊
円
親
王
筆

『

長
恨
歌』

の
本
文
に
つ
い
て

静

永

健

劉
大
傑
文
學
史
思
想
的
形
成
與
日
本

陳

廣

宏

｢

雲
遊
詩
人｣

徐
志
摩
の
目
に
見
る
日
本

―
郭
沫
若
の｢

留
別
日
本｣
と
比
較
し
な
が
ら
―

裴

亮

中
国
語
初
級
教
育
に
お
け
る
四
つ
の
ア
イ
デ
ア

―｢

是｣

述
語
文
・

前
置
詞
句
・
諾
否
疑
問
文
・
完
了
相
の
教
え
方
に
つ
い
て
―

野

田

雄

史

濱
文
庫
所
蔵
の
欧
陽
予
倩
致
濱
一
衛
書
簡
に
つ
い
て

中
里
見

敬

人
事
異
動

羊

列
栄

三
月
三
十
一
日
、
招
聘
外
国
人
教
師
の
任
期
を
満
了
し
、

復
旦
大
学
中
文
系
に
帰
任
。

戚

世
雋

四
月
一
日
、
招
聘
外
国
人
教
師
と
し
て
、
中
山
大
学
中
文

系
よ
り
着
任
。

英
語
英
文
学
研
究
室

講
義
題
目

(

平
成
二
十
二
年
度
前
学
期)

英
語
学

論
文
指
導

西

岡

教

授

英
語
学
講
義
Ⅱ

英
語
の
統
語
現
象
と
文
法
理
論

西

岡

教

授

英
語
学
演
習
Ⅳ

英
語
統
語
論
入
門
Ⅱ

西

岡

教

授

英
語
学
特
論
Ⅰ

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
統
語
論
の
基
礎

西

岡

教

授

英
語
学
研
究
Ⅰ

生
成
文
法
の
基
礎

西

岡

教

授

英
語
学
演
習
Ⅱ����������������������������

レ
イ
カ
ー
教

師

英
語
学
演
習�������������������

レ
イ
カ
ー
教

師

英
語
学
特
殊
研
究
Ⅰ��������������

レ
イ
カ
ー
教

師

英
語
学
講
義
Ⅲ

英
語
助
動
詞
シ
ス
テ
ム
の
統
語
論
・

意
味
論
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

英
語
学
特
論
Ⅴ

(

東
北
大
学
文
学
研
究
科)

金
子
義
明

教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学

論
文
指
導

村

井

教

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
Ⅱ

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
研
究

村

井

教

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅳ������������������
研
究村

井

教

授
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イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅰ

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
研
究

村

井

教

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅶ����������
研
究

村

井

教

授

論
文
指
導

鵜

飼

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅹ����������
研
究

鵜

飼

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習������������
研
究

鵜

飼

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅲ���������������
論

鵜

飼

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅲ�����������
研
究

鵜

飼

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学

論
文
指
導

高

野

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
講
義
Ⅲ

19
世
紀
ア
メ
リ
カ
文
学

高

野

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅳ����������
の�����������������

を
読
む

高

野

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅲ

バ
フ
チ
ン
入
門

高

野

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
Ⅲ������������
の��������
を
読
む

高

野

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅶ���������������
サ
ッ
ク

教

師

ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
Ⅰ����������

(�����������������������
)

サ
ッ
ク

教

師

ア
メ
リ
カ
文
学
講
義
Ⅴ���������
短
編
小
説
の
読
み
方
・
楽
し
み
方

ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅴ

(

東
京
女
子
大
学
文
理
学
部)

今
村
楯
夫

教
授

英
作
文
Ⅰ���������������������
サ
ッ
ク

教

師

英
会
話
Ⅰ��������������������
サ
ッ
ク

教

師

英
会
話
Ⅰ��������������������

レ
イ
カ
ー
教

師

講
義
題
目

(

平
成
二
十
二
年
度
後
学
期)

英
語
学

論
文
指
導

西

岡

教

授

英
語
学
演
習
Ⅴ

英
語
統
語
論
入
門
Ⅲ

西

岡

教

授

英
語
学
演
習
Ⅵ

機
能
的
構
文
分
析

西

岡

教

授

英
語
学
特
論
Ⅱ

統
語
理
論
研
究

西

岡

教

授

英
語
学
研
究
Ⅱ

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
統
語
論
の
現
状

西

岡

教

授

英
語
学
演
習
Ⅲ���������������������

レ
イ
カ
ー
教

師

英
語
学
特
殊
研
究
Ⅱ���������������������������レ

イ
カ
ー
教

師

イ
ギ
リ
ス
文
学

論
文
指
導

村

井

教

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅴ������������������
研
究村

井

教

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅵ�������
研
究

村

井

教

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅱ

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
研
究

村

井

教

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅷ����������
研
究

村

井

教

授

論
文
指
導

鵜

飼

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
Ⅳ����������
論

鵜

飼

准
教
授
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イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習������������
研
究

鵜

飼

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅳ�����������
論

鵜

飼

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅳ�����������
研
究

鵜

飼

准
教
授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
Ⅴ

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
の
作
品
と
歴
史
小
説

の
確
立

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅸ

(
神
戸
大
学
国
際
文
化
学
研
究
科)

米
本
弘
一

教
授

ア
メ
リ
カ
文
学

論
文
指
導

高

野

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅰ����������
の������������
を
読
む

高

野

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習�����������������
の

������������������������
を
読
む

高

野

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅳ

バ
フ
チ
ン
入
門

高

野

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
Ⅳ���������������
の�������������

を
読
む

高

野

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅷ����������������
サ
ッ
ク

教

師

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅹ����������������������������������サ

ッ
ク

教

師

ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
Ⅱ�����������

(��������������������������
)

サ
ッ
ク

教

師

英
作
文
Ⅱ��������������
レ
イ
カ
ー
教

師

英
会
話
Ⅱ���������������������
サ
ッ
ク

教

師

英
会
話
Ⅱ������������

レ
イ
カ
ー
教

師

英
米
研
究�����������������������������

サ
ッ
ク

教

師

学
会
・
研
究
室
行
事

日
本
英
文
学
会
第
63
回
大
会
研
究
発
表

(

２
０
１
０
年
10
月

於

九
州

大
学)

明
暗
を
分
け
た
二
人
の
ヒ
ロ
イ
ン

―�������
に
お
け
る
女
性
像
―

浅

田

え
り
佳

�����������
に
お
け
る
近
代
観
光
の
表
象

―��������������������������������������
������������������

を
中
心
に
―

大

谷

英
理
果

『

ハ
ム
レ
ッ
ト』

に
お
け
る
内
在
化
さ
れ
る
亡
霊

園

田

靖

������������������
の
初
期
短
編
小
説
に
お
け
る
父
殺
し

田

島

優

子

『

ヒ
ロ
シ
マ』

と
空
白
の
40
年

永

川

と
も
子

節
的
動
名
詞
の
統
語
構
造
と
分
布

下
仮
屋

翔

空
所
化
構
文
の
統
語
的
派
生
に
関
し
て

高

木

留

美

焦
点
化
に
よ
る
介
在
効
果
に
関
す
る
統
語
分
析

前

田

雅

子

複
合
名
詞
句
に
お
け
る����������
分
析
に
つ
い
て

真

保

栄

俊

第
49
回
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
学
会

(

２
０
１
０
年
10
月

於

福
岡
女
学
院

大
学)

魔
術
的
言
語
と
し
て
の�����

(

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ)

園

田

靖

彙
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第
49
回
日
本
ア
メ
リ
カ
文
学
会

(

２
０
１
０
年
10
月

於

立
正
大
学)

����������������������
に
お
け
る
死
の
価
値

斎

藤

彩

世

日
本
英
語
学
会
第
28
回
大
会

(

２
０
１
０
年
11
月

於

日
本
大
学)

文
断
片
に
お
け
る
格
変
化
と
統
語

―
意
味
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

永

次

健

人

日
本
言
語
学
会
第
141
回
大
会

(

２
０
１
０
年
11
月

於

東
北
大
学)

独
立
再
帰
形
の
特
性
と
認
可
条
件

永

次

健

人

｢

九
大
英
文
学｣

52
号

(

２
０
１
０
年
３
月)

���������������
の�������
に
お
け
る
語
り
に
よ
る
抑
制
さ
れ
た

情
熱
の
解
放

轟

裕

美

孤
独
か
ら
の
解
放

―『

ト
ム
は
真
夜
中
の
庭
で』

と

『

ま
ぼ
ろ
し
の

小
さ
い
犬』

に
お
け
る
子
ど
も
の
願
望

原

田

洋

海

���������������������������������������������������������
ナ
サ
ニ
エ
ル･

ホ
ー
ソ
ー
ン
の

『

緋
文
字』

に
お
け
る
母
親
像
か
ら
の
自
立

田

島

優

子
�����

(��
)����������������������������������

英
語
に
お
け
る����
痕
跡
効
果

阿

部

春

加

�������������������������
黒

木

隆

善

英
語
の
場
所
句
倒
置
構
文
に
つ
い
て

重

松

諒

爾

節
的
動
名
詞
の
統
語
的
分
析

下
仮
屋

翔

�������������������������������������������西

村

恵

英
語
の
制
限
関
係
節
の
再
構
築
に
関
し
て

松

永

享

子

����������������������������

デ
ィ
ケ
ン
ズ
・
フ
ェ
ロ
ウ

シ
ッ
プ
日
本
支
部
年
報
第
33
号

(

２
０
１
０
年
12
月)

『

荒
涼
館』

―
腐
敗
の
打
破
と
新
た
な
秩
序
を
創
造
す
る
力

谷

綾

子

九
州
大
学
言
語
学
論
集
第
31
号

(

２
０
１
０
年
８
月)

�����������������������

永

次

健

人

��������������������(�)
(

２
０
１
０
年
12
月)

���������������������������������������������前

田

雅

子

独
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
二
十
二
年
度
第
一
学
期

文
学
部
・
独
語
学

講
義

ド
イ
ツ
語
基
礎
演
習

小

黒

教

授

作
文�������
ク
レ
ー
マ
教

師

会
話�������

1

ク
レ
ー
マ
教

師

演
習�������

2

ク
レ
ー
マ
教

師

演
習

ド
イ
ツ
語
史

(

熊
本
大
学)

荻
野
蔵
平

教
授
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文
学
部
・
独
文
学

講
義

芸
術
都
市
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

小

黒

教

授

演
習����������
ク
レ
ー
マ
教

師

演
習

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン

『

ヴ
ェ
ニ
ス
に
死
す』

小

黒

教

授

人
文
科
学
府

演
習������������
ク
レ
ー
マ
教

師

演
習

ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー
研
究
Ⅲ

小

黒

教

授

特
研����������
小

黒

教

授

平
成
二
十
二
年
度
第
二
学
期

文
学
部
・
独
語
学

会
話�������

1

ク
レ
ー
マ
教

師

演
習�������

2

ク
レ
ー
マ
教

師

演
習

『

ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌』

を
読
む

(

熊
本
大
学)
荻
野
蔵
平

教
授

文
学
部
・
独
文
学

講
義���������
ク
レ
ー
マ
教

師

講
義

メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
研
究

小

黒

教

授

臨
講

独
語
科
指
導
法
Ⅰ

(

慶
応
義
塾
大
学)

境

一
三

教
授

演
習����������
ク
レ
ー
マ
教

師

演
習

ヘ
ル
タ
ー
・
ミ
ュ
ラ
ー
研
究
Ⅰ

小

黒

教

授

人
文
科
学
府

演
習������������
ク
レ
ー
マ
教

師

演
習

ル
ー
ド
ル
フ
・
カ
ス
ナ
ー
研
究
Ⅳ

小

黒

教

授

特
研����������

小

黒

教

授

学
会
・
研
究
室
行
事

○｢

九
州
ド
イ
ツ
文
学｣

第
23
号

(

二
〇
〇
九
年
十
一
月
発
行)

・
ペ
テ
ン
・
熱
狂
・
夢
想

―
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ム
ー
ジ
ル

『

熱
狂
家
た
ち』

に
お
け
る
真
実
志
向
の
諸
相
―

清

原

明

代

・『

ヴ
ェ
ニ
ス
に
死
す』

の
成
立
史
と
そ
の
主
要
モ
チ
ー
フ日

高

雅

彦

・
ア
ン
テ
ィ
ポ
ー
デ
の
闇

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
／
ゲ
レ
ス

『

時
計
職
人
ボ
ー
ク
ス
の
不
思
議
な
物
語』

小

黒

康

正

・[

翻
訳]

ク
レ
ー
メ
ン
ス
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ゲ
レ
ス
著

『

時
計
職
人
ボ
ー
ク
ス
の
不
思
議
な
物
語』

小

黒

康

正

・[

書
評]

ラ
イ
ナ
ー
・
ケ
ネ
ッ
ケ
著

(

竹
岡
健
一
訳)

『

ド
イ
ツ
短
編
１
９
４
５－

１
９
６
８
年
―
12
の
作
品
と
解
釈
―』

山

本

洋

一

○
日
本
独
文
学
会
西
日
本
支
部
第
61
回
研
究
発
表
会

(

二
〇
〇
九
年
十
二
月
五－

六
日

於
琉
球
大
学)

・｢

ヨ
ー
ゼ
フ
・
Ｋ
！｣

―
名
前
を
通
し
て
見
る
カ
フ
カ

『

訴
訟』

と

『

あ
る
夢』

―

下

薗

り

さ

・
カ
フ
カ

『

ジ
ャ
ッ
カ
ル
と
ア
ラ
ビ
ア
人』

―
自
立
の
試
み
―

村

上

浩

明

彙
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・
虚
構
が
も
つ
モ
ラ
ル

―
ム
ー
ジ
ル
の
戯
曲

『

ヴ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ツ
と
、

重
要
な
男
た
ち
の
女
友
達』

―

清

原

明

代

・
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
に
関
す
る
ゲ
ー
テ
の
概
念

木

田

綾

子

○
国
際
高
等
研
究
所
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

｢

18
世
紀
に
お
け
る
世
界
観
の
多
次
元
的
交
錯｣

第
４
回
研
究
会

(

二
〇
一
〇
年
二
月
一
五
日

於
国
際
高
等
研
究
所
／
京
都
府
相
楽
郡)

・｢

水
の
女｣

の
黙
示
録

イ
ン
ゲ
ボ
ル
ク
・
バ
ッ
ハ
マ
ン

『

ウ
ン
デ
ィ
ー
ネ
行
く』

を
め
ぐ
っ
て

小

黒

康

正

○
ゲ
ー
オ
ル
ク
・
ヴ
ィ
ッ
テ
教
授

(
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学)

講
演
会

(

二
〇
一
〇
年
三
月
一
七
日

於
九
州
大
学
文
学
部)

・��������������������������������������������������������
○
九
州
大
学
独
文
学
会
第
24
回
研
究
発
表
会

(

二
〇
一
〇
年
五
月
一
日

於
九
州
大
学
文
学
部)

・
ド
イ
ツ
社
会
福
祉
団
の
発
足

―
ロ
レ
ン
ツ
・
ヴ
ェ
ル
ト
マ
ン

｢

カ
リ
タ
ス
の
社
会
的
意
義
と
カ
リ
タ
ス
同
盟
の
目
的｣

(

１
８
９
９
年)

を
も
と
に
―

重

竹

芳

江

・����
ベ
ッ
カ
ー
の
獄
中
記

田

口

武

史

・��
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
付
曲
し
た
三
篇
の
ヘ
ッ
セ
の
詩

石

橋

邦

俊

・｢

〜
を
始
め
る｣

の
意
の��������
の
競
合
用
法
と

｢

文
脈
の
予
測｣

恒

川

元

行

○
第
４
回

｢

九
州
大
学
独
文
学
会
賞｣

受
賞

(

二
〇
一
〇
年
五
月
一
日

於
九
州
大
学
文
学
部)

清

原

明

代

○
平
成
22
年
度
日
本
独
文
学
会
春
期
研
究
発
表
会

(

二
〇
一
〇
年
五
月
二
十
九－

三
十
日

於
慶
応
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ

ン
パ
ス)

・〈

奇
跡〉

と

〈

善〉

の
短
篇

『

ト
ン
カ』

―
ム
ー
ジ
ル
文
学
に
お
け
る

｢

道
徳
的
空
想｣

の
概
念
―

清

原

明

代

○
第
12
回
国
際
独
文
学
会

(IV
G
)

ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
会
２
０
１
０

(

二
〇
一
〇
年
八
月
四
日

於
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学)

・����������������������������������������������
��������������������������������������������������

○
平
成
22
年
度
西
日
本
日
独
協
会
９
月
例
会

(

二
〇
一
〇
年
九
月
十
八
日

於
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
博
多)

・[

講
演]

現
代
ド
イ
ツ
文
学
入
門

ヘ
ル
タ
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
文
学
世
界

小

黒

康

正

彙

報
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仏
文
学
研
究
室

講
義
題
目

平
成
二
十
二
年
度
前
学
期

仏
語
学

演
習

フ
ラ
ン
ス
語
学
Ⅱ

(

仏
会
話)

ラ
ン
ベ
ー
ル
教
師

講
義

フ
ラ
ン
ス
語
学
講
義
Ⅱ

ラ
ン
ベ
ー
ル
教
師

仏
文
学

演
習

フ
ラ
ン
ス
文
学
演
習
Ⅲ�
木

准
教
授

演
習

フ
ラ
ン
ス
文
学
演
習��
木

准
教
授

特
論

フ
ラ
ン
ス
近
代
文
学
研
究
史
特
論
Ⅰ�
木

准
教
授

研
究

フ
ラ
ン
ス
近
代
文
学
研
究
Ⅰ�
木

准
教
授

講
義

フ
ラ
ン
ス
文
学
講
義
Ⅸ

ラ
ン
ベ
ー
ル
教
師

特
論

フ
ラ
ン
ス
古
典
文
学
研
究
史
特
論
Ⅰ

ラ
ン
ベ
ー
ル
教
師

研
究

フ
ラ
ン
ス
古
典
文
学
研
究
Ⅰ

ラ
ン
ベ
ー
ル
教
師

演
習

フ
ラ
ン
ス
文
学
演
習�
(

言
語
文
化
研
究
院)

森

茂
太
郎
教
授

臨
講

中
世
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
文
学

(

東
京
大
学)

宮
下

志
朗
教
授

臨
講

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
文
学

(

早
稲
田
大
学)

福
田

育
弘
教
授

平
成
二
十
二
年
度
後
学
期

仏
語
学

演
習

フ
ラ
ン
ス
語
学
Ⅱ

(

仏
作
文)

ラ
ン
ベ
ー
ル
教
師

演
習

フ
ラ
ン
ス
語
学
演
習
Ⅱ

ラ
ン
ベ
ー
ル
教
師

仏
文
学

演
習

フ
ラ
ン
ス
文
学
演
習
Ⅹ

吉

井

教

授

演
習

フ
ラ
ン
ス
文
学
演
習�

吉

井

教

授

特
論

フ
ラ
ン
ス
現
代
文
学
批
評
特
論
Ⅱ

吉

井

教

授

研
究

フ
ラ
ン
ス
現
代
文
学
研
究
Ⅱ

吉

井

教

授

演
習

フ
ラ
ン
ス
文
学
演
習
Ⅳ�

木

准
教
授

講
義

フ
ラ
ン
ス
文
学
講
義
Ⅳ�

木

准
教
授

特
論

フ
ラ
ン
ス
近
代
文
学
研
究
史
特
論
Ⅱ�

木

准
教
授

研
究

フ
ラ
ン
ス
近
代
文
学
研
究
Ⅱ�

木

准
教
授

講
義

フ
ラ
ン
ス
文
学
講
義
Ⅹ

ラ
ン
ベ
ー
ル
教
師

特
論

フ
ラ
ン
ス
古
典
文
学
研
究
史
特
論
Ⅱ

ラ
ン
ベ
ー
ル
教
師

研
究

フ
ラ
ン
ス
古
典
文
学
研
究
Ⅱ

ラ
ン
ベ
ー
ル
教
師

演
習

フ
ラ
ン
ス
文
学
演
習�(
言
語
文
化
研
究
院)

森

茂
太
郎
教
授

臨
講

エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
の
小
説
と
同
時
代
の
絵
画

(

神
戸
大
学)

吉
田

典
子
教
授

学
会
・
研
究
室
行
事

仏
文
学
関
係

○｢
ス
テ
ラ｣

第
28
号

(

平
成
二
十
一
年
十
二
月
発
行)
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百�
漫
歩

―
逢
魔
が
時
の
文
学
―

森

茂
太
郎

中
立
的
代
名
動
詞
再
考

井

口

容

子

文
法
の
回
帰

―
２
０
０
９
年
施
行
コ
レ
ー
ジ
ュ
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
め
ぐ
っ
て
―

飯

田

伸

二

ア
ウ
ル
ス
の
欲
望

―
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
の

『

ヘ
ロ
デ
ィ
ア
ス』

―

大

橋

絵

理

プ
ル
ー
ス
ト
と
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ

(

２)

加

藤

靖

恵

母
と
娘

―
ベ
ル
ナ
ノ
ス
と
バ
ル
ベ
ー
・
ド
ー
ル
ヴ
ィ
イ
―

野

村

知
佐
子

ド
リ
ュ
・
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
に
お
け
る
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
の
問
題

―『

夢
見
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー』

と

｢

シ
ャ
ル
ル
ロ
ワ
の
喜
劇｣
―

松

尾

剛

セ
リ
ー
ヌ
の
フ
ラ
マ
リ
オ
ン
受
容

木

下

樹

親

カ
ミ
ュ

『

裏
と
表』

―
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
の
昇
華
―

安

藤

智

子

ア
ン
ド
レ･

ジ
ッ
ド
と
ポ
ー
ル･

フ
ォ
ー
ル

(

２)

吉

井

亮

雄

ジ
ッ
ド
の
ジ
ャ
ン
・
カ
バ
ネ
ル
宛
未
刊
書
簡
を
め
ぐ
っ
て

吉

井

亮

雄

言
語
学
研
究
室

講
義
題
目

文
学
部

平
成
二
十
二
年
度
前
期

概
論

言
語
学
概
論

稲

田

俊

明

講
義

意
味
論
と
統
語
論
の
接
点

稲

田

俊

明

講
義

言
語
理
解
研
究
概
説

坂

本

勉

演
習

論
文
の
読
み
方
・
書
き
方

上

山

あ
ゆ
み

実
習

卒
業
論
文
指
導

各
教
員

講
義

(

集
中)

自
然
言
語
処
理
概
論

(

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学)

松

本

裕

治

平
成
二
十
二
年
度
後
期

演
習

言
語
理
論
と
言
語
獲
得
研
究

稲

田

俊

明

演
習

文
理
解
研
究

坂

本

勉

講
義

日
本
語
研
究
の
基
礎

上

山

あ
ゆ
み

実
習

卒
業
論
文
指
導

各
教
員

人
文
科
学
府

平
成
二
十
二
年
度
前
期

特
論

文
法
理
論
特
論
Ｉ

稲

田

俊

明

研
究

文
法
理
論
の
諸
問
題

稲

田

俊

明

特
論

言
語
実
験
の
理
論
と
応
用
Ⅰ

坂

本

勉
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研
究

ソ
シ
ュ
ー
ル
研
究
の
諸
問
題
Ⅰ

坂

本

勉

特
論

生
成
文
法
と
意
味
論

上

山

あ
ゆ
み

研
究

空
範
疇
と
統
語
理
論

上

山

あ
ゆ
み

言
語
学
研
究
法

全
教
員

論
文
指
導

各
教
員

特
論

(

集
中)
自
然
言
語
処
理
概
論

(

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学)

松

本

裕

治

特
論

(

集
中)�������������������������������

(

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学)

宮

川

繁

平
成
二
十
二
年
度
後
期

特
論

文
法
理
論
特
論
Ⅱ

稲

田

俊

明

研
究

文
法
理
論
の
諸
問
題

稲

田

俊

明

特
論

言
語
実
験
の
理
論
と
応
用
Ⅱ

坂

本

勉

研
究

ソ
シ
ュ
ー
ル
研
究
の
諸
問
題
Ⅱ

坂

本

勉

特
論

言
語
理
論
と
観
察
の
一
般
化

上

山

あ
ゆ
み

研
究

格
と
統
語
理
論

上

山

あ
ゆ
み

言
語
学
研
究
法

全
教
員

論
文
指
導

各
教
員

学
会
・
研
究
室
行
事

九
州
大
学
言
語
学
研
究
会

第
七
十
五
回

(

平
成
二
十
二
年
十
二
月
四
日

於
九
州
大
学
文
学
部
共
同
演
習
室)

｢

無
圏
点
満
洲
語
に
つ
い
て｣

(

東
北
学
院
大
学)

早

田

輝

洋

｢

琉
球
語
電
子
博
物
館
の
試
み

―
池
間
西
原
方
言
を
事
例
と
し
て
―｣

(

京
都
大
学)

田

窪

行

則
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